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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】液晶駆動にともなうコストアップを抑制し、フ
レーム周波数を上げず、画素に蓄電された電荷を放電す
ることを防止することで、輝度を上昇させ、優れた表示
性能を達成したドットマトリクス方式の液晶表示装置を
供給する。
【解決手段】基板上に複数の走査電極を配列してなる走
査電極群と配向膜とを順次積層してなる一方部材と、基
板上に複数の信号電極を配列してなる信号電極群と配向
膜とを順次積層してなる一方部材とを液晶層を介してマ
トリックス状に画素が配列されるよう配置した液晶表パ
ネルからなり、そして、画面表示させる１フレームを偶
数番目に配した走査電極と、奇数番目に配した走査電極
との２フィールドに区分し、双方のフィールドを交互に
電圧印加してインターレス表示せしめるドットマトリク
ス駆動方式の液晶表示装置であって、ドットマトリクス
駆動方式にしたがって選択した走査電極に対し、当該走
査電極に隣接する走査電極も同時に電圧印加する同時電
圧印加手段を具備した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】基板上に複数の走査電極を配列してなる走
査電極群と配向膜とを順次積層してなる一方部材と、基
板上に複数の信号電極を配列してなる信号電極群と配向
膜とを順次積層してなる一方部材とを液晶層を介して、
さらに走査電極群と信号電極群とを交差させて、各交差
部にてマトリックス状に画素が配列されるよう配置した
液晶表パネルと、前記走査電極群に接続した走査側ドラ
イバーＩＣと、前記信号電極群に接続した信号側ドライ
バーＩＣとを備え、画面表示させる１フレームを偶数番
目に配した走査電極と、奇数番目に配した走査電極との
２フィールドに区分し、双方のフィールドを交互に電圧
印加してインターレス表示せしめるドットマトリクス駆
動方式の液晶表示装置であって、前記ドットマトリクス
駆動方式にしたがって選択した走査電極に対し、当該走
査電極に隣接する走査電極も同時に電圧印加する同時電
圧印加手段を具備したことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】前記同時電圧印加手段は、隣接する各走査
電極間に配置した抵抗体Ｒ１と、一端が走査側ドライバ
ーＩＣに接続された走査電極に対しその他端に接続した
抵抗体Ｒ２と、個々の走査電極毎に接続した各抵抗体Ｒ
２と共通して接続し且つ他端がグランドと通電した抵抗
体Ｒ３とからなることを特徴とする請求項１に記載の液
晶表示装置。
【請求項３】前記抵抗体Ｒ３は可変抵抗であることを特
徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はドットマトリクス方
式にて駆動する液晶表示装置に関し、とくに高輝度・高
速表示に好適な液晶表示装置の改良に関するものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】ドットマトリクス方式にて駆動する液晶
表示装置によれば、複数の走査電極を配列してなる走査
電極群と、複数の信号電極を配列してなる信号電極群と
を交差させて、各交差部にてマトリックス状に画素が配
列されるが、これら走査電極群に対し、奇数または偶数
の走査電極（走査線）を順次選択し、その後、それぞれ
偶数または奇数の走査線を順次走査（インターレス走
査）させる技術がある。
【０００３】そして、このようなインターレス走査にお
いて、選択した走査線と同時に、隣接した走査線に対し
ても、その選択した走査線以下かつ透過率が１／２以下
となる電位を印加することで、フレーム周波数を上げな
いで電極間の放電を防止し、これにより、高輝度な表示
を可能としている。
【０００４】かくして、互いに直交する電極群の交点を
画素とし、画像を表示するドットマトリクス方式の液晶
表示装置が得られる。
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【０００５】その他には、フィールドエミッションディ
スプレイ、エレクトロルミネセンスディスプレイ、発光
ダイオードディスプレイなどがあり、これらは各走査線
に１本づつ偶奇関係なく順次点灯させている。これは順
次点灯方式と呼ばれる。
【０００６】ところで、ある走査線に電位が加えられて
いる時間（選択期間）は走査線数（Ｎ）によって決定さ
れ、１フレーム表示する周期の最大１／Ｎの時間とな
る。
【０００７】この点を図１により説明すると、同図Ａは
ドットマトリクスの模式図であり、同図Ｂは各走査線１
～Ｎに対する入力信号のタイムチャートを示す図であ
る。
【０００８】このような駆動方式によれば、１／Ｎの選
択期間では、対象となる走査線上に電荷が蓄電され、液
晶が表示状態になり、その後、非選択期間（１－Ｎ）／
Ｎの期間に放電が進むことになる。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上述し
たような駆動方式によれば、ある走査線が選択され、電
圧が加えられ、画素に電荷が蓄電されても、このフレー
ム周期内の非選択期間に放電が進み、これによって光の
透過率が落ちるという課題がある。
【００１０】図２にて、この課題を説明するが、同図に
よれば、走査線ｎにおいて、その印加電圧に対応して、
光の透過率が低下する状況を示す。その結果、ドットマ
トリクス方式の液晶表示装置では表示輝度が低下してい
た。
【００１１】これに対し、放電を防止するためにフレー
ム周波数を上げることが効果的であり、通常、５０～１
００ヘルツ（Ｈｚ）にて使用される。
【００１２】なお、アクティブマトリクス方式において
は、各画素にゲートを設けていることで、一度蓄電した
電荷は非選択期間に放電しない構成となっている。
【００１３】しかしながら、ドットマトリクス方式（単
純マトリックス方式）の液晶表示装置において、フレー
ム周波数を上げても、５０～１００Ｈｚ以上になると、
そのようなフレーム周波数では液晶の応答速度が追いつ
かなくなり、メインクロックが高速になり、消費電力と
回路コストが増大するなどの問題点がある。
【００１４】また、１フレームを偶奇２つのフィールド
に分割し表示させるインターレス表示方式を行うと、画
面エッジ部でフリッカが増大し、画質が大幅に劣化して
いた。そして、同時に１画面を表示させるのに最低１フ
レームの時間が必要となり、これにより、１／２フレー
ム表示できるインターレス表示方式に対し動画再生能力
にも不利であった。
【００１５】かかる問題点に対し、特開2000-250439号
公報によれば、選択した走査線に対し、これに隣接する
走査線をα（０．００１＜α＜０．６）倍で同時に点灯
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3
させ、これにより、フリッカーの低減を実現する技術が
提案されている。
【００１６】しかしながら、隣接走査線を駆動するため
のパルス、もしくは隣接走査線を駆動する液晶駆動電源
が必要となり、さらに製造コストが上がるという課題が
ある。
【００１７】したがって本発明の目的は、液晶駆動にと
もなうコストアップを抑制し、フレーム周波数を上げ
ず、そして、画素に蓄電された電荷を放電することを防
止することで、液晶表示装置の輝度を上昇させ、優れた
表示性能を達成したドットマトリクス方式の液晶表示装
置を供給することにある。
【００１８】
【課題を解決するための手段】本発明の液晶表示装置
は、基板上に複数の走査電極を配列してなる走査電極群
と配向膜とを順次積層してなる一方部材と、基板上に複
数の信号電極を配列してなる信号電極群と配向膜とを順
次積層してなる一方部材とを液晶層を介して、さらに走
査電極群と信号電極群とを交差させて、各交差部にてマ
トリックス状に画素が配列されるよう配置した液晶表パ
ネルと、前記走査電極群に接続した走査側ドライバーＩ
Ｃと、前記信号電極群に接続した信号側ドライバーＩＣ
とを備え、画面表示させる１フレームを偶数番目に配し
た走査電極と、奇数番目に配した走査電極との２フィー
ルドに区分し、双方のフィールドを交互に電圧印加して
インターレス表示せしめるドットマトリクス駆動方式の
装置であり、そして、このドットマトリクス駆動方式に
したがって選択した走査電極に対し、当該走査電極に隣
接する走査電極も同時に電圧印加する同時電圧印加手段
を具備したことを特徴とする。
【００１９】また、本発明の液晶表示装置は、前記同時
電圧印加手段は、隣接する各走査電極間に配置した抵抗
体Ｒ１と、一端が走査側ドライバーＩＣに接続された走
査電極に対しその他端に接続した抵抗体Ｒ２と、個々の
走査電極毎に接続した各抵抗体Ｒ２と共通して接続し且
つ他端がグランドと通電した抵抗体Ｒ３とからなること
を特徴とする。
【００２０】さらにまた、本発明の液晶表示装置は、前
記抵抗体Ｒ３は可変抵抗であることを特徴とする。
【００２１】
【発明の実施の形態】以下、本発明のドットマトリクス
方式（単純マトリックス方式）の液晶表示装置を図にて
述べる。
【００２２】本発明の液晶表示装置によれば、基板上に
複数の走査電極を配列してなる走査電極群と配向膜とを
順次積層してなる一方部材と、基板上に複数の信号電極
を配列してなる信号電極群と配向膜とを順次積層してな
る一方部材とを液晶層を介してシール部材により貼り合
わせた構造である。
【００２３】また、走査電極群と信号電極群とを交差さ
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せて、各交差部にてマトリックス状に画素が配列される
よう配置した液晶表パネルと、走査電極群に接続した走
査側ドライバーＩＣと、信号電極群に接続した信号側ド
ライバーＩＣとを備える。
【００２４】そして、本発明によれば、画面表示させる
１フレームを偶数番目に配した走査電極（走査線）と、
奇数番目に配した走査電極（走査線）との２フィールド
に区分し、双方のフィールドを交互に電圧印加してイン
ターレス表示するドットマトリクス駆動方式において、
このドットマトリクス駆動方式にしたがって選択した走
査電極に対し、当該走査電極に隣接する走査電極も同時
に電圧印加する同時電圧印加手段を備えたことで、すな
わち選択した走査線に対し、それに隣接した走査線も同
時に点灯させることで、各画素で１／２フレーム（１フ
ィールド）内で放電した電荷を再び蓄電させ、輝度を向
上させることが特徴である。
【００２５】以下、詳述するが、まず図３にてN(=偶数)
本の走査線を備えたドットマトリクス表示をモデルにし
て説明する。
【００２６】同図Ａは白ベタパターン表示時のドットマ
トリクスの模式図であり、同図Ｂは各走査線１～Ｎに対
する同図Ｂは各走査線１～Ｎに対する入力信号のタイム
チャートを示す図である。
【００２７】かかるモデルにおいて、白ベタパターンを
表示する場合、まず、走査線の偶奇でフレームを２つの
フィールドに分割する。
【００２８】このモデルにおいては、最初に奇数フィー
ルドの走査を行う。ただし、偶数からでもよい。
【００２９】１番目の走査線の選択時に電圧Vを１番目
の走査線に印加する。この時、同時に隣接する２番目の
走査線に電圧V'（V'<V）を印加する。つぎに３番目の走
査線を選択し、その３番目に電圧Vを、隣接する２番目
と４番目の走査線に電圧V'に印加する。
【００３０】同様な動作をＮ-1番目の走査線の走査が終
了したら奇数のフィールドの走査終了となる。
【００３１】つぎに偶数のフィールドの走査を開始す
る。まず、２番目の走査線に電圧Ｖを印加すると、同時
に１番と３番目の走査線に電圧V'を印加する。この時、
１番と３番目の走査線は奇数フィールドで選択された状
態から、１／２フレーム経過後の偶数フィールドで再チ
ャージされたことになる。
【００３２】同様に順次偶数の走査線とその隣接する走
査線に電圧を印加していく。これをN番目の走査線まで
行い、再び奇数フィールドの走査に入る。
【００３３】隣接する奇数の走査線と偶数の走査線の信
号が一致する場合、この時、偶数のフィールドを走査し
ている時に、奇数のフィールドで印加されたドットは走
査線方向に隣接する偶数のドットを選択した時に再チャ
ージされる。この周期はフレーム周波数の半分となり、
通常の走査方式の半分の周波数にて、再チャージが行わ
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れることとなる。
【００３４】ただし、隣接するドットが同じ状態（ON-O
FF）にするのがよいが、通常の表示パターンでは１ドッ
ト（１走査線）のみをＯＮとする細線を表示させる以外
は隣接した画素は同じであることが多い。
【００３５】また、文字原稿など細線パターンを多用す
る場合、隣接する走査線に加える電圧V'を下げることで
改善する。また、写真などの表示によれば、電圧V'を高
くすることにより透過率が向上し、輝度が向上する。
【００３６】このように本発明によれば、表示する画面
に応じて、電圧V'を調整するとよい。すなわち、より明
るい画像を重視したり、あるいはより高精細な画像を重
視することを、それぞれに応じて選択的に調整できる。
【００３７】また、通常、このようなインターレス表示
を行うとドットマトリクス表示では奇数フィールドと偶
数フィールドの点灯位置に重なりが無く、画面のエッジ
部分でフリッカが増大する傾向にあるが、これに対し、
本発明のように発光スポットを前後の走査線にも広がり
をもたせることで、ＣＲＴの発光スポットの広がりに相
当する表示をでき、その結果、フリッカを効果的に抑制
することができる。
【００３８】この点を図４により説明する。同図Ａはn
番目の走査線に対する入力信号のタイムチャートであ
り、同図Ｂはｎ番目の走査線上に対する透過率の変化を
示す図である。
【００３９】図４によれば、選択期間のみ電位を加えた
場合、ｎ番目の走査線では図４の①のように非選択期間
で放電が進む。この結果、図４の①より下の部分の面積
が小さくなり、ｎ番目の走査線に加わる実効電圧が下が
り、透過率が低減する。
【００４０】これに対し、本発明においては、フレーム
周波数の１／２の期間で再チャージが行われ、図４の②
にて示すごとく、途中で一度持ち上げられる変移にな
る。この時、ｎ番目の走査線上での透過率はａで示す領
域の分だけ上昇する。
【００４１】以上は、白ベタパターンを表示する場合で
あるが、これに代えて、このモデルにおいて、走査線方
向で白黒交互のパターンを表示させる場合を図５と図６
に示す。
【００４２】図５Ａは白黒交互パターン表示時のドット
マトリクスの模式図であり、同図Ｂはは各走査線１～Ｎ
に対する入力信号のタイムチャートを示す図である。ま
た、図６Ａは白黒交互パターン表示時の黒表示であるn
番目の走査線に入力される入力信号のタイムチャートで
あり、同図Ｂは上記ｎ番目の走査線上に対する透過率の
変化を示す図である。
【００４３】このような表示によれば、黒表示すべきｎ
（偶数）番目の走査線に電圧V'が加えられ、図６にて示
すｂで表わされる領域分だけ実効電圧が上がり、その結
果、黒の透過率が上がる。

6
【００４４】一方、Ｎ－１（奇数）番目の走査線におい
ては、隣接の走査線の影響は受けないことで、通常の走
査方式と変わらない。よって、白黒の比であるコントラ
ストが劣化する。
【００４５】しかし、このようなパターンを映し出す場
合、電圧Vに対し電圧V'の比率を下げることで、コント
ラストが改善される。電圧V'は外部から可変可能な信号
であることから、コントラスト重視の画像にするか、も
しくは輝度重視の画像にするか、という点を判断し、簡
単な操作でもって電圧V'の値を最適に調整することが可
能である。
【００４６】また、このモデルにおいて、黒ベタパター
ンを表示する場合、隣接の走査線の影響がなくなり、そ
の点で、通常の表示方式と同等である。
【００４７】以上のとおり、本発明の液晶表示装置によ
れば、画面表示させる１フレームを偶数番目に配した走
査電極（走査線）と、奇数番目に配した走査電極（走査
線）との２フィールドに区分し、双方のフィールドを交
互に電圧印加してインターレス表示するドットマトリク
ス駆動方式において、選択した走査線に対し、それに隣
接した走査線も同時に点灯させることで、各画素で１／
２フレーム（１フィールド）内で放電した電荷を再び蓄
電させ、輝度を向上させることができた。
【００４８】つぎにドットマトリクス駆動方式にしたが
って選択した走査電極（走査線）に対し、当該走査電極
（走査線）に隣接する走査電極（走査線）も同時に電圧
印加する同時電圧印加手段の具体的な構成を述べる。
【００４９】この同時電圧印加手段に関しては、隣接す
る走査線に印加する電圧Ｖ'はドライバーＩＣでの生
成、もしくは外部から供給することになる。
【００５０】そこで、一例として、走査線のパターンに
抵抗体（抵抗膜）を形成することで隣接する走査線に印
加するＶ'を制御する技術を、下記に示す。
【００５１】かかる技術を図７にて示すと、隣接する各
走査電極（各走査線）間に配置した抵抗体Ｒ１と、一端
が走査側ドライバーＩＣに接続された走査電極（走査
線）に対しその他端に接続した抵抗体Ｒ２と、個々の走
査電極（走査線）毎に接続した各抵抗体Ｒ２と共通して
接続し且つ他端がグランドと通電した抵抗体Ｒ３とから
なる。
【００５２】そして、抵抗体Ｒ３については、可変抵抗
とし、液晶パネルの外部に引き出し、調整できるように
する。
【００５３】また、ｎ番目の走査線が選択されている時
の回路図は図８に示すようになる。
【００５４】同図に示すごとく、ドライバーＩＣより回
路図左端にＶが供給される。これは選択されたｎ番目の
走査線に印加された電位である。Ｖ'は隣接したｎ－１
番目の走査線、ｎ＋１番目の走査線に印加される電位で
ある。これはＶより小さく可変抵抗Ｒ３によって制御可
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7
能であり、駆動回路やドライバーＩＣに特別な機能をも
たせることなく、選択した走査線に隣接する走査線に
Ｖ'を加えることができる。
【００５５】また、動画のような高速な画像を表示する
場合、フレーム周波数の１／２の周期で画像が更新され
るため優位である。また、隣接走査線に加えるV'の値は
透過率が選択走査線に加える電圧Vの１／２を超えると
白黒交互パターンを表示させる際に白黒逆転するのでV
の透過率１／２未満にするのが望ましい。
【００５６】つぎにドットマトリクス方式の液晶表示装
置の実施例を述べる。図９は走査電極群を設けた一方部
材の平面図であり、図１０は、この一方部材と、信号電
極群を設けた他方部材とを液晶層を介して対向配設した
液晶表示装置の平面図である。
【００５７】図９に示す一方部材によれば、透明なガラ
ス基板の上に５～５０ΩのＩＴＯからなる透明電極（走
査電極）cを複数ストライプ状に配列し、走査電極群cを
設ける。dは走査電極群cに接続した走査側ドライバーＩ
Ｃのガラス基板上での実装部位を示す。
【００５８】表示部と走査側ドライバーＩＣ実装部位d
との間において、ＩＴＯ透明電極c群上に抵抗体Ｒ１で
ある抵抗膜eを形成する。この抵抗膜eはその抵抗膜の幅
および厚みを変えることで、抵抗値を所要とおりに設定
することができる。
【００５９】また、走査電極群c群の他端近傍に透明電
極fを形成し、走査電極群cと透明電極fとを抵抗体Ｒ２
である抵抗膜gを介し接続する。
【００６０】さらにまた、透明電極fは、液晶パネルの
外部に引き出された抵抗体Ｒ２である可変抵抗hを介し
てグランドに落とされる。
【００６１】図１０に示す液晶表示装置によれば、上記
構成の一方部材と、さらに他方部材とを液晶層を介して
対向配設したものである。
【００６２】この他方部材によれば、透明なガラス基板
の上に５～５０ΩのＩＴＯからなる透明電極（信号電
極）を複数ストライプ状に配列し、信号電極群を設け
る。
【００６３】そして、一方部材と他方部材とをスーパー
ツイストネマチック液晶材からなる液晶層を介して、さ
らに走査電極群(c)と信号電極群とを交差させて、各交
差部にてマトリックス状に画素が配列されるよう配置し
た液晶表パネルが得られる。また、jは走査電極群cに接
続した走査側ドライバーＩＣもしくは信号電極群に接続
した信号側ドライバーＩＣである。
【００６４】なお、図１０によれば、ガラス基板上にド
ライバーＩＣjを実装した方式であるが、これに代え
て、ＴＡＢもしくはＣＯＦの実装方式でもよい。また、
貼り合わせた液晶パネルの両面に偏光版を貼り合わせ
る。
【００６５】図１１は本発明の液晶表示装置の概略断面*
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*図である。ｌはガラス基板であり、このガラス基板ｌの
内面にＩＴＯ透明電極ｍと配向膜ｎとを順次積層し、こ
れら一方部材と他方部材とを液晶ｏを介して貼り合わせ
る。また、ガラス基板ｌの外面に偏光板ｋを設ける。
【００６６】以上のような構成の液晶表示装置によれ
ば、前述した駆動方式にしたがって電圧駆動する。
【００６７】走査線側の液晶駆動ドライバーICには選択
走査線印加電圧Vy、信号線側にはVxが印加され、走査線
総数はN本、信号線総数はM本とする。
【００６８】そして、ｎ番目の走査線が選択されている
時にはn番目の走査線に対し電圧Vyが入力され、信号線
のうち点灯させる信号線に対してのみ電圧Vxが入力さ
れ、これにより、交差した画素に液晶のしきい電圧以上
の電界が加えられることでもって光が透過する。この
時、nに隣接したｎ±1の走査線には自動的に抵抗膜によ
り分圧されたVy'が印加される。
【００６９】つぎにn+2、n+4・・・の走査線が選択さ
れ、Ｎ若しくはN-1番目の走査線の選択後、1もしくは2
番目の走査線に戻り、n-1番目の走査線点灯時（フレー
ム周波数の１／２時）に隣接したn番目の走査線がVy'に
より再充電されることとなる。また、可変抵抗Ｒ３を調
整することで液晶表示装置の輝度を調整することができ
る。
【００７０】
【発明の効果】以上のとおり、本発明の液晶表示装置に
よれば、画面表示させる１フレームを偶数番目に配した
走査電極と、奇数番目に配した走査電極との２フィール
ドに区分し、双方のフィールドを交互に電圧印加してイ
ンターレス表示せしめるドットマトリクス駆動方式の装
置において、このドットマトリクス駆動方式にしたがっ
て選択した走査電極に対し、当該走査電極に隣接する走
査電極も同時に電圧印加する同時電圧印加手段を具備し
たことで、液晶駆動にともなうコストアップを抑制し、
フレーム周波数を上げず、そして、画素に蓄電された電
荷を放電することを防止することで、液晶表示装置の輝
度を上昇させ、優れた表示性能を達成したドットマトリ
クス方式の液晶表示装置が提供できた。
【図面の簡単な説明】
【図１】Ａはドットマトリクスの模式図であり、Ｂは各
走査線１～Ｎに対する入力信号のタイムチャートを示す
図である。
【図２】走査線ｎにおける印加電圧に対応した光の透過
率が低下状況を示す説明図である。
【図３】Ａは白ベタパターン表示時のドットマトリクス
の模式図であり、Ｂは各走査線１～Ｎに対する入力信号
のタイムチャートを示す図である。
【図４】Ａは入力信号のタイムチャートを示す図であ
り、Ｂは透過率の変化を示す図である。
【図５】Ａは白黒交互パターン表示時のドットマトリク
スの模式図であり、Ｂはは各走査線１～Ｎに対する入力
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信号のタイムチャートを示す図である。
【図６】Ａは入力信号のタイムチャートであり、Ｂは透
過率の変化を示す図である。
【図７】抵抗体Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３の配線を示す説明図で
ある。
【図８】図７に示す配線の等価回路を示す図である。
【図９】走査電極群を設けた一方部材の平面図である。
【図１０】液晶表示装置の平面図である。
【図１１】本発明の液晶表示装置の概略断面図である。
【符号の説明】 *
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*ｃ：偏光版
ｄ：透明ガラス
e：カラーフィルター
ｆ：透明電極
ｇ：配光膜
ｈ：液晶
ｉ：液晶駆動ドライバーＩＣ
ｊ：抵抗膜Ｒ１
ｋ：抵抗膜Ｒ２
ｌ：透明電極

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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